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➨㸱学ᖺࠕ♫఍ࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ 片山 元⿱ 

２᭶２㸮日㸦㔠㸧 㸱㝵㹂ᐊ  １㸮㸸㸮㸮㹼１㸮㸸㸲㸮 

㸯 ༢ඖྡ බᅬ ࣮ࠥࣝ࣎ࠕ㐟び⚗Ṇࠖをࡿ࠼⪄࠺࡝のࠥ࠿ 

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

本༢元では、බᅬにおける「࣎ール㐟び⚗Ṇ」というルールをᡭがかりに、㌟㏆なබඹ✵間のあり

方について考えていく。文ி༊では多くのබᅬで࣎ール㐟びが⚗Ṇされており、こうした≧ἣは௚の自

἞体においてもᗈく見られる。子どもたちにとってබᅬは、日ᖖ的にかかわってきた最も㌟㏆な⏕活✵

間の一つであり、ࡑの฼⏝ルールは、自分自㌟の⤒㦂や実ឤをもとにㄒることができる題ᮦである。 

༢元の第 �時࣭第 � 時では、「࣎ール㐟び⚗Ṇ」というルールの᫝㠀について、自分の⤒㦂を出発点

にᛮいをㄒり合う活動を設定した。㈶成࣭཯対と❧場は␗なりながらも、子どもたち一ேࡦとりがᙉい

ᛮいをもってㄒる姿が見られた。これは、බᅬという場が子どもたちにとって㌟㏆であり、自分のឤ情

や考えを率直に⾲⌧しやすい存ᅾであったからだと考えられる。話し合いの中では、࣎ール㐟びをした

い཭だちのᛮいにᚰがᦂれ動く子どもや、ᨵめてᏳ全面に目を向け、ルールのᚲせ性についてⴱ⸨する

子どもなど、཭だちとの関係の中で自ᕫの考えを捉え直していく姿が見られた。 

一方で、「⌫ᢏ⚗Ṇ」というルールは、子どもたちのᛮいだけで᫝㠀をุ᩿できるものではない。

こには、ᮍᑵ学ඣや㧗㱋者、ᆅ域ఫ民、༊の担当者など、教ᐊには直᥋存ᅾしない多様な௚者の❧場ࡑ

や౯್がかかわっている。ࡑこで本༢元では、自分たちの⤒㦂の⠊ᅖにとどまらࡎ、බᅬを฼⏝するさ

まざまなே々の存ᅾや、文ி༊の⨨かれたᆅ理的な≧ἣにも目を向けながら、௚者と自分との考えの㐪

いに向き合う学⩦㐣程を఩⨨࡙けた。 

こうした学びを通して、子どもたちが、「࣎ールを౑って㐟びたい」「Ᏻ全でⴠち╔いたබᅬであ

って࡯しい」といった、ࡑれぞれの❧場から⏕まれるᛮいや≧ἣに寄りῧいながら考えていくことを目

指す。たとえࡤ、子どもにとってのබᅬの意࿡と、㧗㱋者やᗂඣを㐃れたಖㆤ者にとってのබᅬの意࿡

はᚲࡎしも一⮴しない。しかし、ࡑの⫼ᬒには、「ᚰᆅよく㐣ごしたい」「Ᏻᚰして฼⏝したい」とい

ったඹ通の願いがあることにも目を向けていきたい。こうした気࡙きを通して、❧場の㐪いを༢なる対

❧として捉えるのではなく、ࡑれぞれの❧場にあるே々のᛮいや⫼ᬒを踏まえながら、බᅬやࡑの฼⏝

ルールをどのように考えるかを捉え直していく子どもたちの姿を目指していく。 

本༢元は、「⌫ᢏ⚗Ṇはよいか、ᝏいか」という一つの⤖ㄽに཰᮰させることを目的としていない。

むしろ、対話を通して自分の考えが変化したり、あるいは変わらない理⏤がより明☜になったりする㐣

程ࡑのものを኱ษにした。自分の考えを⾲⌧し、௚者の考えを⫈き、⣡ᚓや㐪࿴ឤを⤒㦂する中で、子

どもたちは自らの౯್ほを見つめ直していく。こうした、௚者との関係を通して自ᕫを省ᐹし、ḟのᛮ

考へとつなげていく子どもたちの姿ࡑのものを、本༢元における重せな学びとして捉えていきたい。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸯㸮᫬㛫┠㸭඲㸯㸶᫬㛫㸧 

第１ḟ 自らの⤒㦂からබᅬのあり方やルールの᫝㠀について考える  ͐㸱時間 

第２ḟ ᆅ理的など点やṔྐ的など点などからルールの意⩏や課題を᳨ウする ͐㸵時間 

第㸱ḟ ルールの᫝㠀やබᅬのあり方について考える    ͐本時２�㸲時間 

第㸲ḟ これからのよりⰋいබᅬ࡙くりに向けて、子どもなりの提案をつくる ͐㸲時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 これまで学⩦した多様な❧場や஦例を踏まえ、「࣎ール㐟び⚗Ṇ」について考えることができる。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

１�前時をࡩり㏉り、今日のၥいについて☜認する。 

２�自分の考えをグ㏙する。 

㸱�みんなで話し合う。 

㸲�これまでの学びを踏まえ、本時をࡩり㏉る。 

࣭子どもたちのこれまでの関ᚰや学⩦のࡩり㏉りから、ၥ

いを設定する。 

࣭これまでの学びを⏕かしながら、全員が自分なりの意見

をもてるようにする。 

࣭一ேࡦとりの考えに対して、みんなで⪥をഴけて⫈く。 

࣭自㌟の考えを見つめ直し、考えをಟṇする。 

➨㸰学ᖺࠖࡃࡀࡳࠕ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ 山㈡ ឡ 

２᭶２㸮日㸦㔠㸧 ２㝵㹂ᐊ  １㸮㸸㸮㸮㹼１㸮㸸㸲㸮 㸦話し合い１１㸸㸮㸮㹼１１㸸㸲㸳㸧 

㸯 㢟ᮦྡ ࠕỴࡵ᪉ࠖをၥࡍ┤࠸ 
㸰 㢟ᮦ࡚࠸ࡘ࡟ 
 本学⣭の子どもたちとは「自分たちの⏕活は自分たちでつくる」ことを኱ษにしてきた。自分が学年
や学⣭の一員としてఱができるかを考え、行動し、教員をྵめㄡかの意見だけで≀஦をỴめるのではな
く、話し合いながら自分たちで⏕活をつくって࡯しいと考えたからである。ࡑの中の一つに、「Ỵめる」
ということがある。日々の時間๭や⊩❧通ಙをㄞむே、㡢ᴦ会のᙺ๭、毎学ᮇのࣛࢡスጤ員、ᗙᖍỴめ
など、場面によってỴめ方を子どもたちとࡑの㒔度話し合い、多数Ỵやじࡷんけん、くじなどの方ἲを
᥇⏝してきた。 
日々さまざまなことを皆で「Ỵめる」ということを行ってきたが、ᗙᖍỴめの方ἲに関して、教員

が課題をឤじていたので、ᗙᖍỴめを通して、どのような方ἲでᗙᖍỴめをすることがよいのか一⥴に
考えていきたいとᛮった。㸷᭶ごろまで子どもたちと行ってきたᗙᖍỴめの方ἲは「࣌ア࣌ア」という
ものである。これは、同性同ኈ、␗性同ኈなどࡑの時々で␗なるが࣌アをỴめ、さらに、࣌ア同ኈが一
⥴になり、一つの⏕活⌜をసるというものだ。昨年度から「なࡐᖍ᭰えをするのか」というၥいで話し
合い、「たくさんの཭㐩と௰Ⰻくなりたいから」「もっと཭㐩のことを知りたいから。」という意見が
あり、より多くの子どもたちと関わることを目的にするため「まだ同じ࣑ࣜ࢓ࣇーになったことがない
ேとなる」というᗙᖍỴめの前提をつくってきた。この前提があっても、࣌アになれないඣ❺が出たり、
㸲ேの⏕活⌜になる際Ỵまらࡎ、話し合いを行って最終的にỴめることもあった。また、この方ἲを学
⣭全員で話し合う際、最終的には多数ỴでỴめていたので、ࡎっと「࣌ア࣌ア」が㑅ࡤれていた。࣌ア
になりたいேとなれているேはこの方ἲを変えたいとはᛮわないかもしれないが、なりたいேとなれな
いேや自分のᛮいだけではなくㄡとなるかわからない「くじ」を㑅ᢥしたい子どもたちにとっては≧ἣ
を変えることができなかったのである。 
このような実ែがあったので、�� ᭶の話し合いをᶵに、いくつかの方ἲを試してみることとした。 

�� ᭶は、⌜の数Ꮠが᭩いてある࢝ーࢻを引く「くじ」、�� ᭶は⏨ዪ別にᗙᖍをỴめるお見合い方ᘧで
行った。子どもたちの中には、運でỴめたい、自分の意ᛮでỴめたいという኱きく２つのᛮいがあるこ
とが分かってきた。ࡑして、今回はこれまで多くの場面で᥇⏝された「多数Ỵ」というỴめ方について
ᗙᖍỴめを通して、考えたい。自分のᛮいだけではなく、௚の཭㐩はどんなことをឤじているのか、考
えているのか、ࡑうした௚者のᛮいを想ീしながら「Ỵめる」ということを考えていく子どもたちをᮇ
ᚅしている。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸶᫬㛫┠㸭඲㸯㸮᫬㛫㸧 
第１時͐これまでの࣑ࣜ࢓ࣇー᭰えについて自分の考えを出し合い、ၥ題点をᩚ理する。 
第２࣭㸱時͐「࣌ア࣌ア」の長ᡤ▷ᡤを考えることを通してこれまでの「࣌ア࣌ア」のやり方をၥい直す。
第㸲࣭㸳時͐「くじ」と「࣌ア࣌ア」について意見を出し合い、ᗙᖍỴめの方ἲをỴめる。㸦�� ᭶㸧
第６࣭㸵時͐ᗙᖍỴめの方ἲをᣢち寄り、ᗙᖍỴめの方ἲをỴめる。㸦�� ᭶࣭１᭶㸧 
第㸶࣭㸷時͐これまでのᗙᖍỴめをࡩり㏉り「Ỵめ方」でよくなかったとᛮうことを出し合い、 

「Ỵめ方」を考える。͐本時㸶��� 時間 
第 �� 時͐最後のᗙᖍỴめの方ἲを考え、ᖍ᭰えを行う。 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 
 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 
 ࣭これまでのᗙᖍỴめをࡩり㏉り「Ỵめ方」でよくなかったとᛮうことを出し合い、「Ỵめ方」を 

考える。 
㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 

主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点 

１ これまでの「Ỵめ方」をࡩり㏉る。 

２ 多数Ỵは、よいỴめ方といえるか、互いの
考えを⫈きあう。 

㸱 学⩦のࡩり㏉りをする。 

࣭これまで、どのようなỴめ方をしてきたか出
し合い、気ᣢちがもやもやした⤒㦂やいやな
ᛮいをした⤒㦂を想㉳する。 

࣭出された意見を㯮ᯈにᩚ理してᯈ᭩することで、子ど

もたちが考えやすくする。 

 ࡜ࡇࡓࡋ࡟ヰ㢟࡛࠸ྜࡋᤵᴗᚋのヰڧ
࣭２年⏕という発㐩ẁ㝵で多数Ỵについて話し合ったことについて。 
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